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研究成果の概要（和文）： 

コンピュータのどのような機能を使って，誰が，どのようなこと／ものを，どのようにし
たら，どうなったのか，ということを，電子化コンテンツを用いて実際に学習活動を行い
探った。その結果と評価情報を含むフィードバック情報を得て，電子化コンテンツのあり
方と作り方と使い方についての示唆を得た。これをもとに具体的な枞組みを作成し，用い
た電子化コンテンツとともに公開した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Who use computer? How use computer? Why use computer? Which function of the computer is 
used? Who, when, where, and how evaluates the material? The feedback information was 
obtained. How to make and use the contents was obtained. The frameworks were made based 
on this. We showed the frameworks and all contents used, on the Internet, also, with the 
thesis and by oral.  
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１．研究開始当初の背景 

コンピュータは，様々な影響を教育に与える。
その影響は，これまで学習観や教授観に最大
の影響を与えたと言われる複写機の比では

ない。これまでの教具に比べて，資源の共有
と自作という新しい別の観点と，ネットワー
クとマルチメディアという様々な機能を持
つからである。コンピュータの多様な機能を
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十分に活用すると，画期的な教育効果，学習
効果をもたらすと一般に言われている。その
ため，教育界，特に言語教育，外国語学習，
情報教育，理科教育，総合学習などの分野で，
コンピュータが積極的に取り入れられてい
る。しかし，コンピュータの機能を教育や学
習で十分活用するための根底となる論議は，
米国，韓国，シンガポール，EU 諸国に比し
て，日本の教育，特に日本語教育では十分に
は行われていない。教育や学習との関係に関
する実践的研究や調査は，大学教員，研究室
による小規模な事例を対象とした例しかな
い。大規模なものは，e-Japan 戦略対応事業
として独立行政法人国立国語研究所日本語
教育部門が 2002 年度から 4 年間取り組んだ
「IT を活用した日本語学習環境の整備と人
材育成」の成果ぐらいである。 

 

２．研究の目的 

本研究は，日本語教育でのコンピュータの利
用について，コンテンツと学習という関係，
効果と評価の観点，実践という場から，以下
の活動を行う。得られた知見をもとに，今後
の新しい形態の日本語教育での指導とコン
テンツについての示唆の提供を目的とする。 

（１）学習者の学習意欲をより一層かき立て
るコンテンツの特徴は何か。 

（２）学習者の学習意欲の向上が日本語獲得
という学習成果につながるのか。学習意欲と
学習成果に何らかの影響を与える電子化コ
ンテンツに共通項はあるのか。それは何か。 

（３）コンピュータ利用が進む日本語教育に
おいて，今後，どのようなコンテンツとリソ
ースが必要となるのか。どのような学習形態
が望ましいのか。 

 

３．研究の方法 

（１）学習者及び教師の学習・教育・コンピ
ュータ・コンピュータ学習に関するビリーフ
（信念，価値観等）の把握，コンピュータ利
用学習環境の確認，電子化コンテンツの確認，
教育実践における実験試行のための準備，学
習意欲・学習成果・指導・電子化コンテンツ
分析因子の確定を行う。 
（２）実際に電子化コンテンツを利用して，
コンピュータ利用日本語教育の実践調査を
実施，学習意欲と学習成果の関係付け，電子
化コンテンツの種類（ドリル型や訓練型等）
と刺激要因（タイトル画面，導入部分，メニ
ュー構造）や提示とガイダンス状況の整理，
試行とフィードバック収集，全当事者の評価
情報の収集と分類，結果の分析を行う。 
（３）電子化コンテンツの改変と再試行や比
較，電子化コンテンツの再構築と試行による
実践を行い，分析し，得られた知見と整理し，
コンピュータ利用教育のあり方，並びに指導
との関連での電子化コンテンツ作成におけ

る枞組み等の情報資料を提供する。また，使
用した電子化コンテンツ（システムを含む）
の提供準備も行う。 
これらの実施に際して，多くの研究協力者と
研究機関の助力を仰ぐ。 
 
４．研究成果 
（１）CALL のポータルサイト「コンピュータ
で学ぶ日本語」の構築，動画を含む学修素材
としてのコンテンツの充実と試行と提供の
ための整備を行った。 
（２）試行で収集した評価・フィードバック
情報を分析し，共通化，一般化し，教師，学
習者が学習成果を意識しながら学習を行う
ことができる項目（教師用と学習者用）にま
とめた。具体的には，評価対象と評価者の選
定をし，教育目標・内容について 100点満点
で 5段階の判定により評価委員別の平均点に
よる総合的評価を行い，学習者の反応分析と
事後評価を行うものである。 
（３）得られた知見をまとめ，論文発表（韓
国・日本語文学，広島大学・留学生教育），
口頭発表（日本語教育世界大会 2008・2009，
韓国日本語文学会第 28・31 回学術大会，韓
国日本語学連合会第 7 回学術大会，韓国日本
言語文化学会 2008 年秋季学術大会），講演
（NPO 日本語教育研究所，広島 YMCA，韓国日
本言語文化学会）を行った。 
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